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Mannheimia varigena が分離された早産子牛の敗血症
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要     約

2007年7月，沖縄県竹富町小浜島において，早産で出生した黒毛和種の子牛が起立不能を呈し，翌日に死亡した．細
菌学的検査の結果，主要臓器からMannheimia属菌が純培養状に分離され，生化学的性状試験によりM. haemolytica

と同定された．分離菌は間接赤血球凝集反応による血清型別では型別不能であったが，16S rRNAの塩基配列の解析に
よりM. varigenaと再同定された．本症例は牛の敗血症からの国内最初のM. varigenaの分離報告である．
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